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はじめに

北海道の開拓は原生林を切り開き，原野を開墾しながら進められて
きましたが，こうして開発された農地や住居を風から守るために，
明治から昭和の初期にかけて防風林が全道各地に造成されました。

写真に示した「根釧台地の格子状防風林」は，スペースシャトルからも
撮影されたように幅１８０ｍの林帯が６４８ｋｍにわたって続き，北海道
遺産にも選定されるなど先人達の偉業を今に残しています。

防風林は農作物を気象害から守るだけでなく，農村の生活環境や
景観の維持に重要な役割を果たしています。 さらに近年は、野生生物
の生息場所や移動の経路としての役割が評価されています。

北海道立林業試験場ではこれまで，防風林の多面的機能とその高度
発揮に資する調査研究を行ってきました。 これらの研究成果を基に，
このたび解説書をとりまとめましたので，防風林の役割を再認識して
いただき，よりよい防風林を造成・管理していくために活用して
いただければ幸いです。

『北海道遺産構想推進協議会 提供』 『宇宙航空研究開発機構 提供』
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